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平成２９年度年頭所感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸東部青果卸売協同組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　後藤博行

新年明けましておめでとうございます。

年頭にあたり謹んで新春のお喜びを申し上げますと共に、平素のご厚情に対し心から厚くお礼申し上げます。

皆様が既にご存知のとおり、わが国の経済は、２０１６年を振り返ると、プラス成長となりましたが、世界経済は新興国経済の減速や、６月の英国のＥＵ離脱に伴い、不透明感の強い状況が続き、円高・株安の影響もあり、企業の業況判断は悪化傾向にありました。また、雇用環境は引き続き改善が見られるものの、現金給与総額の伸びは勢いを欠き、消費者物価もゼロから小幅なマイナス圏で推移するなど、個人消費も世界的な不確実性の高まりから、弱めの動きとなっておりました。しかしながら、米大統領選でトランプ新大統領が誕生するというサプライズがあり、一転、ドル高、円安に振れました。トランプ新大統領の政策が、レーガノミクスの再来とも言えるトランプノミクスのきっかけとなるという期待がある中、引き続き国内外の政治・経済の情勢から目が離せない状況が続いています。
一方、原油価格の下落等景気を下支えする要因もあるものの企業収益は、業種・規模・地域間によって濃淡がみられます。今後、堅調な成長軌道へ移行できるかどうかについては、企業の成長戦略の実行性如何によりますが、減速し始めている中国経済の動向など懸念材料も多く、楽観視できない状況にあります。
また、流通業界におきましては、築地市場移転問題で、「卸売市場の役割」が注目されました。近年、生鮮食料品等の流通チャネルは、卸売市場を経由する流通のみならず、産地と実需者の直接取引やインターネットを利用した直販、産地直売所による販売など多元化しています。しかしながら、農林水産省のデータによりますと、国産青果物については、平成１９年度以降、卸売市場経由率の低下はほとんどみられず、平成２５年度においても８６％を占めています。
このように、卸売市場は生鮮食料品等の流通におきまして、依然として重要な役割を担っています。

　卸売市場の役割は、「消費者の視点に立った安全・安心な食料の安定供給」
であります。
現在、神戸東部市場は、新加工場・冷蔵庫棟工事が始まり、平成２９年７月に完成を予定しております。第10次卸売市場整備基本方針案では、まずは他の卸売市場との連携や統合によって中央卸売市場としての機能強化につながる再編措置を検討するとあり、神戸本場と当市場の置かれた環境を優先し、この関係を有効活用し、市場の将来を見据え、相互取引をしていくことが、重要であります。

弊組合と致しましては、新規仲卸も増加し、変化し続ける物流構造に対応できる仲卸として、組合員が協力して組合の機能を発揮しながら「卸売市場の役割」に向けて邁進していく所存です。　また、今後も組合員、関係者の皆様方と共に、多くの顧客の皆様方の安全・安心であり続けたいと思っています。最後になりましたが、皆様方の益々のご健康とご繁栄を祈念し新年のご挨拶とさせていただきます。
